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研究成果の概要（和文）：　内視鏡技術の進歩によりさまざまな画像診断機器が開発され、その臨床的意義が徐々に明
らかになってきている。コンピュータ支援診断(computer-aided diagnosis: CAD)は、コンピュータによって分析され
た定量的な数値を医師に提示することによって、診断の正確度を向上させることが期待されている。本研究では消化管
内視鏡画像のコンピュータ画像解析を行い、病理組織診断を反映する定量化が可能である事を示し、CADの開発が可能
である事を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Advances in gastrointestinal endoscopic technology have resulted in many new 
diagnostic equipment. The aim of computer-aided gastrointestinal endoscopy-based diagnosis is to provide 
objectivity and allow non-expert endoscopists to achieve high diagnostic accuracy. We developed a 
computer-aided system for identifying gastrointestinal tumor quantitatively on image-enhanced magnifying 
endoscopy images.

研究分野：消化器内科
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１．研究開始当初の背景 
 内視鏡技術の進歩により、近年さまざまな
画像診断機器が開発されている。現在、拡大
内視鏡観察による画像強調観察（Image 
enhanced endoscopy: IEE）では Narrow Band 
Imaging (NBI)や Flexible Spectral 
Imaging Color Enhancement (FICE)などの
光デジタル法やデジタル法が議論され、腫瘍
のスクリーニングや質的診断として臨床的
意義が徐々に明らかになってきている。一方、
消化管内視鏡検査は広く多くの医師により
施行されているが、その診断は観察者の感性
や経験に左右されることがある。コンピュー
タ支援診断(computer-aided diagnosis: 
CAD)とは医用画像に対して、コンピュータで
定量的に解析された結果を「second opinion」
として利用するものである。CAD は病巣の良
悪性鑑別のような判断を行う場合に、コンピ
ュータによって分析された定量的な数値を
医師に提示することによって、医師の客観的
な判断を可能にし、診断の正確度を向上させ
ることが期待されている。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、消化管腫瘍の内視鏡画
像に対しコンピュータ画像解析を行い、病
理組織診断を反映する定量化をおこなうこ
とである。現在開発されている画像強調観
察法である NBI、FICE、BLI 拡大内視鏡画像
をコンピュータによって分析を行い、定量
的な数値を計算し、その臨床的な意義につ
いて検討を行う。病理組織診断との間に関
連の強い定量的な数値を医師に提示するこ
とができれば、医師の客観的な判断を可能
として、診断の正確度を向上させることが
可能であると考えられる。 
３．研究の方法 
 本研究の方法は大腸 NBI 拡大内視鏡、胃
FICE拡大内視鏡、胃BLI(Blue laser imaging)
拡大内視鏡にて同一条件で撮影を行い、
Hi-vision 画像の保存を行い、内視鏡専門医
が病理組織診断を反映する最も悪性度の高
い領域の抽出、およびコンピュータ診断に適
した診断基準に基づくラベル付けを行い、デ
ータベース化を行う。構築された画像データ
ーベースを元に、開発した画像認識コアシス
テムを用いて、病変の拡大内視鏡画像の定量
化を行う。画像認識コアシステムは、
Bag-of-features の枠組みを基に、特徴量に
dense Scale-Invariant Feature Transform 
(SIFT) 、識別器に Support vector machine 
(SVM)を用いた。 
４．研究成果 
① 大腸 NBI 拡大内視鏡にて同一条件で撮
影を行った NBI 広島分類 Type B、C 病変
の腫瘍性病変の SVM output value は
Type B から C3 にかけて高値を示し、ま
た病理組織診断別の検討では adenoma
から SM-d にかけて高値を示した。 

② 領域分割に関する検討では MRF モデル
をα–β swap Graph Cuts を用いてエネ

ルギー最小化を行うことで、NBI 画像の
領域分割を実現することができた。 

③ 胃 FICE 拡大内視鏡観察にて同一条件で
撮影を行った胃癌部・非癌部での検討で
は胃癌部は非癌部に対し有意に高値で
あった。 

④ 胃 BLI 拡大内視鏡観察にて同一条件で
撮影を行った胃癌部・非癌部での検討で
は胃癌部は非癌部に対し有意に高値で
あった。 

⑤ 消化管画像観察拡大内視鏡画像に対し
Bag-of-features の枠組みを基に、特徴
量に dense Scale-Invariant Feature 
Transform (SIFT) 、識別器に Support 
vector machine (SVM)を用いる事により
CAD の開発が行える事を示した。 
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